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駅
伝
競
走
部
が
、
創
部
以

来
の
悲
願
で
あ
る
全
日
本
大

学
駅
伝
へ
の
出
場
を
決
め

た
。
熱
田
神
宮
か
ら
伊
勢
神

宮
ま
で
を
八
人
で
つ
な
ぐ
▼

こ
の
大
会
は
、
現
在
の
正
式

名
称
を
「
秩
父
宮
賜
杯
全
日

本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大

会
」と
い
う
が
、昭
和
四
十
五

年
の
第
一
回
大
会
は
「
全
日

本
大
学
対
校
駅
伝
選
手
権
」

と
呼
ん
で
い
た（『
朝
日
新
聞

社
史
資
料
編
』）。
▼
神
宮
皇

學
館
長
を
務
め
た
武
田
千
代

三
郎
が「
駅
伝
」の
名
付
け
親

で
あ
る
縁え

に
し

を
考
え
れ
ば
、
本

大
会
の
物
語
性
や
、
意
義
は

深
い
も
の
と
な
る
し
、
日
本

学
生
陸
上
競
技
連
合
の
幹
部

か
ら
も
日
本
一
を
決
め
る
の

は
本
大
会
で
あ
る
べ
き
だ
と

い
う
話
も
聞
い
た
▼「
駅
伝
」

は
駅
制
と
伝て

ん

馬ま

制
と
の
合
成

に
よ
る
言
葉
で
、
平
安
時
代

の
辞
書『
色
葉
字
類
抄
』に
は

「
え
き
て
ん
」の
読
み
が
示
さ

れ
て
い
る
。
近
代
は「
伝
」に

「
で
ん
」の
音
を
用
い
る
こ
と

が
多
く
、「
え
き
で
ん
」
が
一

般
的
に
な
っ
た
▼
こ
の
日
本

発
祥
の
競
技
は
、
講
談
社
刊

の
『JAPAN PRO

FILE 
O

F A NATIO
N

』
に
も 

柔
道
、
空
手
と
並
ん
で

「Ekiden kyoso

（
駅
伝
競

走
）」と
し
て
立
項
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
日
本
を
紹
介
す
る

の
に
必
要
な
一
語
な
の
だ
ろ

う
▼
競
技
の
価
値
を
高
め
る

た
め
に
も
駅
伝
の
歴
史
と
伝

統
を
つ
な
ぐ
駅
伝
競
走
部
の

健
闘
を
祈
り
た
い
。

　君
が
代
も

我わ

が
代
も
知
る
や

岩い
は

代し
ろ

の

岡を
か

の
草
根
を

い
ざ
結
び
て
な

中なか
つ
す
め
ら
み
こ
と

皇
命

　
❖
歌
ご
よ
み
❖

「伊勢志摩定住自立圏共生学」を
行政チャンネルで発信

利
他
性
と
居
住
意
思
に
強
い
関
連
性

伊
勢
志
摩
で
共
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
ミ
ラ
イ
を
考
え
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
vol.3

　
九
月
十
日
、
本
学
記
念
館
に
て
地（
知
）の
拠
点
整
備
事

業
（
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）
に
よ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
、
学
生
や
社
会
人
な
ど
計
一
〇
三
名
が
参
加
し
た
。
こ

れ
ま
で
多
様
な
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
対
話
を
通

じ
て
考
え
合
っ
て
き
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
今
回
は
、
学

生
が
実
際
の
地
域
活
動
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
焦
点
に
意
見
交
換
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
三
部
構

成
で
実
施
し
、
一
部
で
は
本

学
教
員
よ
り
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
概
要

と
進
捗
状
況
、
伊
勢
志
摩
の

若
者
を
対
象
に
し
た
「
伊
勢

志
摩
み
ら
い
づ
く
り
調
査
」

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
報
告

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
な
ど
利
他
性
の
高

い
人
ほ
ど
地
域
に
住
み
続
け

た
い
と
考
え
る
傾
向
を
紹
介

し
、「
な
ぜ
利
他
性
は
居
住
意

思
と
関
連
が
強
い
の
か
」
と

い
う
二
部
へ
の
テ
ー
マ
提
起

と
し
た
。

黄金色の「神の穂」収穫
産学官連携日本酒プロジェクト

　
本
学
、
明
和
町
及
び
農
事
組
合
法

人
松
幸
農
産
、
旭
酒
造
株
式
会
社
、

株
式
会
社
伊
勢
萬
が
参
画
す
る
産
学

官
連
携
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

動
し
て
二
年
。
秋
晴
れ
と
な
っ
た
九

月
九
日
、
酒
米
「
神
の
穂
」
の
稲
刈

り
と
抜
穂
祭
が
明
和
町
前
野
の
水
田

に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

　
昨
年
に
続
き
台
風
の
影
響
も
な
く

と
は
勝
手
が
違
う
部
分
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
普
段
の

講
義
で
学
生
に
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
る
こ
と
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
凝
縮
し
た
も
の
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
圏
域
の

　
二
部
は
伊
勢
志
摩
圏
域
市

町
の
若
手
職
員
八
名
、
伊
勢

志
摩
で
地
域
活
性
に
取
り
組

む
本
学
学
生
八
名
が
登
壇
す

る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
。
進
行
は
本
学
教
員
二
名

と
Ｃ
Ｌ
Ｌ
活
動
「
皇
學
館
み

ら
い
対
話
団
」
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
林
雅
也
君
（
教
育
三

年
）が
担
当
し
た
。ま
ず
は
各

学
生
が
自
分
が
関
わ
っ
た
地

域
活
動
の
概
要
を
説
明
。
林

君
か
ら
学
生
に
「
地
域
へ
の

思
い
の
変
化
」
に
つ
い
て
問

い
か
け
た
と
こ
ろ
、
学
生
か

ら
は
「
身
近
な
課
題
や
魅
力

を
知
り
、地
域
を
見
直
し
た
」

「
地
元
に
誇
り
を
持
て
た
」な

ど
の
意
見
が
出
た
。
学
生
の

意
見
を
受
け
て
、
市
町
職
員

は
「
学
生
の
パ
ワ
ー
に
活
気

づ
け
ら
れ
た
」「
体
験
を
通
じ

た
情
報
発
信
に
期
待
し
た

い
」な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

ま
た
会
場
か
ら
も
そ
の
都

度
、
付
箋
で
登
壇
者
へ
の
質

問
・
応
援
な
ど
を
受
付
け
な

が
ら
進
行
。
二
部
の
最
後
は

登
壇
し
た
学
生
と
市
町
職
員

の
全
員
が
地
域
活
動
へ
の
思

い
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
掲

示
し
た
。「
学
生
時
代
に
地
域

活
動
を
す
る
こ
と
の
魅
力
」

と
し
て
、
学
生
か
ら
は
「
成

長
」「
出
会
い
」「
主
体
性
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
ま
た

「
学
生
へ
の
期
待
」と
し
て
市

町
職
員
か
ら
「
発
見
」「
熱

意
」「
地
域
に
元
気
を
!
」な

ど
の
言
葉
が
上
が
っ
た
。

　
三
部
の
交
流
会
は
Ｃ
Ｌ
Ｌ

活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
交

流
会
を
学
生
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
。
Ｃ
Ｌ
Ｌ
メ
ン
バ
ー

が
マ
イ
ク
を
持
ち
な
が
ら
会

場
を
回
り
、
参
加
者
に
感
想

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な
ど

活
発
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ

た
。
登
壇
し
、
交
流
会
企
画

に
も
関
わ
っ
た
北
村
優
佳
さ

ん（
国
文
四
年
）は
「
活
動
の

形
は
様
々
だ
が
、
地
域
を
良

く
し
た
い
思
い
は
同
じ
。
今

日
の
よ
う
に
発
信
・
交
流
す

る
こ
と
で
地
域
や
学
生
の
背

中
を
押
し
た
い
」と
語
っ
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
た
今
年
は
、
米
の
出

来
も
良
好
と
の
こ
と
。
酒
の
仕
込
み

は
年
末
か
ら
始
ま
り
、
来
年
三
月
に

は
「
神
都
の
祈
り
」
約
二
千
三
百
本

が
完
成
す
る
予
定
だ
。
す
っ
き
り
と

キ
レ
の
あ
る
飲
み
口
が
印
象
的
だ
っ

た
前
回
と
比
べ
、
今
回
は
ど
の
よ
う

な
味
わ
い
と
な
る
の
か
、
じ
っ
く
り

待
ち
た
い
。

　
本
学
で
は「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
三

十
年
度
に
お
い
て
、
同
事
業
で
開
発
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立

圏
共
生
学
」
を
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
発
信
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
そ
れ
に
先
駆

け
、
今
年
度
は
三
番
組
を
制
作
・
試
験
配
信
す
る
こ
と
を
決
定
。
第
一
弾
と
な
る
「
科

目
Ⅰ
」
が
九
月
六
日
に
収
録
さ
れ
た
。

教
育
の
成
果
を
還
元
し
、地
域
課
題
を
共
有

地
域
に
開
け
た
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

　
平
成
二
十
六
年
度
文
部
科

学
省
選
定
「
地（
知
）の
拠
点

整
備
事
業
」（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）

に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
伊
勢
志
摩

定
住
自
立
圏
共
生
学
」（
科
目

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
）四
科
目
を

中
心
に
展
開
し
、
今
年
度
で

四
年
目
と
な
る
。

　
「
科
目
Ⅰ・Ⅱ
」
は
、
圏
域

三
市
五
町
（
伊
勢
市
・
鳥
羽

市
・
志
摩
市
・
玉
城
町
・
度

会
町
・
大
紀
町
・
南
伊
勢
町
・

明
和
町
）
の
自
治
体
職
員
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

方
を
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し

て
招
聘
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が

抱
え
る
課
題
と

そ
の
取
組
み
に

つ
い
て
学
生
に

お
話
い
た
だ

き
、
地
域
の
課

題
を
共
有
し
、

学
生
自
ら
も
そ
の
課
題
解
決

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
本
学
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
三
十

年
度
に
お
い
て
、
圏
域
の
自

治
体
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

活
用
し
た
「
伊
勢
志
摩
定
住

自
立
圏
共
生
学
」
講
座
の
発

信
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在

各
自
治
体
に
協
力
を
働
き
か

け
て
い
る
。そ
れ
に
先
駆
け
、

今
年
度
は
次
の
三
番
組
の
制

作
・
試
行
配
信
を
行
う
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

◆
科
目
Ⅰ�

皇
學
館
大
学
（
池
山
敦
助

教
）×
玉
城
町

◆
科
目
Ⅱ

皇
學
館
大
学
（
板
井
正
斉

准
教
授
）×
伊
勢
市

◆
伊
勢
市
制
作
　
伊
勢
志
摩

定
住
自
立
圏
特
別
番
組

�

（
平
成
三
十
年
二
月
放
送
予
定
）

　
科
目
Ⅰ
に
つ
い
て
は
九
月

六
日
に
番
組
収
録
を
行
っ
た

が
、
本
学
に
と
っ
て
も
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
授
業
担

当
の
池
山
助
教
は
「
相
手
の

反
応
が
す
ぐ
に
分
か
る
講
義

皆
様
に
本
学
の
取
組
み
が
少

し
で
も
伝
わ
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
を
推

進
す
る
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

の
齋
藤
平
教
授
は
行
政
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
発
信
に
つ
い
て
「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業
の
大
き
な

柱
で
あ
る
大
学
教
育
改
革
の

中
で
は
、
国
民
が
生
涯
を
通

じ
て
学
び
続
け
る
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
学
で
は
月
例
文
化
講

座
を
は
じ
め
、
各
種
講
座
を

地
域
住
民
の
皆
様
を
対
象
に

開
設
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

ほ
ど
、
連
携
自
治
体
様
の
ご

協
力
を
得
て
、
地（
知
）の
拠

点
整
備
事
業
の
取
組
み
で
あ

る
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏

共
生
学
」
を
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
配
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
方
々
に
学

び
続
け
る
意
義
と
楽
し
み
を

お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
」
と
話
し
た
。

　
こ
の
秋
学
期
に
は
科
目
Ⅱ

の
番
組
収
録
、
ま
た
伊
勢
市

制
作
の
特
別
番
組
を
収
録

し
、
順
次
配
信
し
て
い
く
予

定
だ
。

　
こ
の
番
組
を
通
し
て
住
民

の
方
々
に
本
学
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
共
に
そ
の
成
果
を
還
元

し
、
さ
ら
に
は
各
自
治
体
の

抱
え
る
地
域
課
題
に
つ
い
て

住
民
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る

機
会
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

本プロジェクトに関わる学生８名と
教員及びプロジェクト関係者で稲刈
りを行った

水田前にて執り行われた祭式研究部
による抜穂祭

学生が地域活動の魅力を一言で表現

収
録
に
臨
む
齋
藤
教
授

地域の課題について
語り合う池山助教（左）
と玉城町教育委員会
田中主事（中央）、同町
総合戦略課 中川主
幹兼係長（右）

■注目記事

２面
台湾・南台科技大学と協定締結、
夏期語学研修を実施

３ 面
本学・三重県総合博物館（MieMu）連携事業�
「昆虫実験ラボ２０１７」を開催

４ 面
スポーツキラリ

５ 面
フィールドワーク報告記

６ 面 （高校・中学校）
第１６回オーストラリア語学研修報告
第１２回小学生・中学生�
英語スピーチコンテスト ほか

７ 面
台風一過、「皇學館DAY」を開催

８ 面
第49回全日本大学駅伝応援ガイド
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「日米学生会議」一行が来学
　
日
本
と
米
国
の
大
学
生
が
各
地
を

視
察
し
な
が
ら
世
界
の
諸
問
題
に
つ

い
て
議
論
す
る
「
第
六
十
九
回
日
米

学
生
会
議
」（
国
際
教
育
振
興
会
主

催
）
の
一
行
六
十
八
名
が
八
月
十
八

日
、
本
学
を
訪
れ
、
日
本
の
精
神
性

の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
同
会
議
は
一
九
三
四
年
か
ら
始
ま

っ
た
、
日
本
初
の
国
際
的
な
学
生
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
日
本
と
米
国
と
で

交
互
に
開
催
さ
れ
、
今
回
は
八
月
六

日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
日
程
で
京

都
、
愛
媛
、
三
重
、
東
京
を
回
っ
た
。

　
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て

三
重
に
滞
在
し
た
一
行
は
十
八
日
に

来
学
。
櫻
井
治
男
教
授
に
よ
る
神
道

に
つ
い
て
の
講
義
や
雅
楽
部
に
よ
る

「海外で働くこと」を体験

　
二
回
目
を
迎
え
た
マ
レ
ー
シ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
伊
勢
市
に

本
社
の
あ
る
ク
ロ
ー
バ
ー
電
子

株
式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
現
地
法
人

「Aoba Electronics Co.

」

に
て
八
月
二
十
日
か
ら
二
十
五

日
に
か
け
て
実
施
。
参
加
者
は

九
名
と
前
回
の
三
名
か
ら
大
幅

に
増
加
し
、
学
生
の
注
目
度
の

高
さ
が
う
か
が
い
知
れ
た
。

　
現
地
で
の
研
修
に
先
立
ち
、

八
月
八
日
に
は
同
本
社
に
お
い

て
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
担

平成29年度 海外インターンシップ（マレーシアプログラム）報告

当
者
と
帰
国
し
て
い
た
現
地
担

当
者（
両
名
と
も
本
学
卒
業
生
）

よ
り
、
事
前
指
導
と
し
て
ご
講

義
い
た
だ
い
た
。
講
義
で
は
、

ま
ず
業
務
の
内
容
や
研
修
先
の

マ
レ
ー
シ
ア
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
だ
き
、「
な
ぜ
海
外
進
出
し

て
い
る
の
か
」「
海
外
で
働
く
こ

と
の
意
義
や
必
要
性
」
等
の
刺

激
の
あ
る
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
。

　
八
月
二
十
日
、
学
生
九
名
と

引
率
職
員
の
計
十
名
が
マ
レ
ー

シ
ア
入
り
し
、
翌
日
か
ら
三
日

間
、「Aoba Electronics 

Co.

」
に
て
就
労
体
験
を
行
っ

た
。
工
場
で
実
際
の
ラ
イ
ン
に

入
り
業
務
を
行
う
も
の
の
、
日

本
語
が
通
じ
な
い
環
境
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
非
常

に
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、

取
引
先
の
工
場
見
学
や
社
内
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
に
出
席

し
、
感
想
を
発
表
す
る
な
ど
し

た
。
現
地
の
従
業
員
の
皆
様
に

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
就

労
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
方
々
と
も
心
を
通
わ

せ
た
よ
う
だ
。

　
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
に
海
外
で

働
く
こ
と
の
意
義
を
学
ん
だ

が
、
何
よ
り
も
海
外
へ
出
る
こ

と
自
体
の
必
要
性
を
知
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
学
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

●
現
地
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
、
語
学

力
を
身
に
付
け
て
、
も
っ
と
積

極
的
に
話
し
か
け
た
い
と
思
っ

た
。

●
英
語
に
自
信
が
な
く
て
も
、

伝
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ

れ
ば
伝
わ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

●
言
葉
が
通
じ
な
い
と
き
に
、

相
手
が
紙
に
英
語
を
書
い
て
く

れ
た
。
自
分
か
ら
相
手
に
意
思

を
伝
え
る
必
死
さ
が
自
身
に
足

り
な
い
と
感
じ
た
。

●
こ
の
出
会
い
、
経
験
を
忘
れ

ず
に
、
ま
た
こ
こ
で
終
わ
ら
せ

ず
に
、
こ
れ
か
ら
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

流
麗
な
演
舞
を
鑑
賞
し
た
。

　
「
浦
安
の
舞
」を
披
露
し
た
神
道
学

科
四
年
の
西
田
日
向
子
さ
ん
は
「
舞

は
神
様
の
心
を
御
慰
み
す
る
も
の
。

舞
を
通
し
て
神
道
の
考
え
方
、
日
本

人
の
信
仰
心
を
具
体
的
に
示
す
こ
と

が
で
き
た
ら
」
と
語
り
、
参
加
者
か

ら
は
神
道
や
伝
統
文
化
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

台
湾
・
南な

ん

台た

い

科か

技ぎ

大だ

い

学が

く

と
協
定
締
結
、夏
期
語
学
研
修
を
実
施

　
本
学
は
八
月
に
国
際
的
な
教
育
及
び
学
術
研
究
交
流
の
促
進
を
目
的
に
、
台
湾
の
南
台

科
技
大
学
と
大
学
間
協
定
を
締
結
し
た
。
ま
ず
そ
の
先
駆
け
と
し
て
、
八
月
十
二
日
〜
九

月
八
日
に
は
國
學
院
大
學
と
の
共
催
で
、
第
一
回
語
学
研
修
を
実
施
。
学
生
二
名
が
同
大

学
中
国
語
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
中
的
に
受
講
し
た
。
ま
た
、

課
外
に
は
茶
道
や
武
術
、
藍
染
等
現
地
の
文
化
を
実
体
験
す
る
文
化
講
座
や
台
南
の
名
所

旧
跡
を
訪
問
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
に
参
加
し
、
中
華
文
化
の
理
解
を
深
め
た
。

　
本
学
で
は
「
中
期
行
動
計

画
（
平
成
二
十
七
〜
三
十
一

年
度
）」
に
基
づ
き
、英
語
圏

で
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加

え
、
中
国
語
圏
短
期
語
学
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
層
の
充

実
を
図
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
推
進
委
員
会
に
お
い
て

新
た
な
派
遣
先
の
追
加
を
検

討
し
て
き
た
結
果
、
南
台
科

技
大
学
が
最
適
と
の
結
論
を

得
た
。
同
大
学
は
台
湾
の
古

都
・
台
南
に
位
置
し
、
理
工

系
大
学
で
は
同
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
実
力
を
誇
り
、
ま
た

近
年
は
外
国
人
留
学
生
の
た

め
の
中
国
語
教
育
に
注
力
し

て
い
る
。
以
下
、
参
加
し
た

内
藤
恭
子
さ
ん
（
神
道
三

年
）、
中
井
美
月
さ
ん（
国
文

三
年
）の
感
想
を
報
告
す
る
。

　
　
中
国
語
を
学
ぼ
う
と
思

っ
た
き
っ
か
け
は
？

内
藤
◆
中
学
生
の
頃
か
ら
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
よ
り
漢
字
が

好
き
で
、
漢
字
文
化
圏
に
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
で

の
中
国
語
の
授
業
も
楽
し

く
、
さ
ら
に
学
び
た
い
と
思

っ
た
の
が
理
由
で
す
。

中
井
◆
英
語
以
外
の
外
国
語

を
身
に
付
け
た
い
と
、
中
国

語
を
学
び
始
め
ま
し
た
。

　
　
研
修
中
、
効
果
が
あ
る

と
感
じ
た
授
業
は
？

内
藤
◆
研
修
で
は
語
学
学
習

の
ほ
か
、
多
く
の
文
化
体
験

講
座
を
受
け
ま
し
た
。
字
幕

と
映
像
で
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
学
ぶ
授
業
は
と
て
も
楽

し
く
、
効
果
的
で
し
た
。

中
井
◆
授
業
は
す
べ
て
中
国

語
で
行
わ
れ
ま
す
し
、
初
級

（
文
法
）の
ク
ラ
ス
で
は
教
科

書
に
載
っ
て
い
な
い
単
語
や

言
い
回
し
を
学
べ
た
の
で
非

常
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
　
留
学
中
、
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

中
井
◆
若
い
人
で
も
昔
か
ら

の
言
い
伝
え
を
信
じ
て
い

て
、
慣
習
や
し
き
た
り
を
非

常
に
よ
く
守
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
が
と
て
も
好
印

象
で
、
私
た
ち
日
本
人
も
伝

統
や
風
習
を
疎
か
に
す
べ
き

で
は
な
い
と
今
ま
で
以
上
に

思
い
ま
し
た
。

内
藤
◆
日
本
文
化
を
愛
し
て

い
る
現
地
学
生
が
多
く
、
会

話
が
弾
み
ま
し
た
。
彼
ら
は

勉
強
熱
心
で
専
門
的
な
言
葉

ま
で
訳
せ
る
ほ
ど
日
本
語
が

上
手
く
、
感
心
し
ま
し
た
。

　
　
参
加
し
て
成
長
し
た
と

感
じ
る
部
分
は
？

中
井
◆
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽

く
な
っ
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん

の
成
長
で
す
。
語
学
力
の
面

で
は
挨
拶
以
外
に
も
好
き
・

嫌
い
な
ど
簡
単
な
気
持
ち
を

ス
ム
ー
ズ
に
表
現
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

内
藤
◆
日
常
会
話
な
ら
さ
ほ

ど
考
え
ず
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
文
化

の
違
い
を
受
け
止
め
る
必
要

性
や
「
郷
に
入
ら
ば
、
郷
に

従
え
」
を
体
感
し
ま
し
た
。

人
と
の
交
流
が
い
つ
も
楽
し

み
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
も
収

穫
で
し
た
。

　
　
同
研
修
へ
の
参
加
を
検

討
し
て
い
る
学
生
に
対
し

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

内
藤
◆
伝
え
よ
う
と
い
う
姿

勢
が
あ
れ
ば
拙
い
語
学
力
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
ま
す
。
や
る
気
さ
え
あ

れ
ば
周
囲
が
手
を
差
し
伸
べ

て
く
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

中
井
◆
文
化
の
違
い
や
風

習
、
微
妙
な
言
葉
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
な
ど
現
地
に
行
っ
て
こ

そ
わ
か
る
こ
と
が
学
べ
ま

す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
る

な
ら
、
勇
気
を
持
っ
て
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

英
語
に
よ
る
茶
の
湯
研
修
会
開
催

　
九
月
二
十
四
日
、
記
念
館

に
て
「
第
一
回
英
語
に
よ
る

茶
の
湯
研
修
会
」
が
開
か
れ

た
。
こ
れ
は
日
本
の
伝
統
文

化
・
茶
道
を
正

し
く
理
解
し
、

世
界
に
紹
介
で

き
る
真
の
国
際

人
の
育
成
を
目

的
と
し
た
も
の

で
、Ｕ
Ｉ
Ａ（
裏

千
家
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ

ョ
ン
）
の
方
々
よ
り
英
語
で

の
茶
道
紹
介
の
仕
方
を
学

び
、
茶
会
で
実
践
力
を
養
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　
当
日
は
、
本
学
茶
道
部
と

現
代
日
本
社
会
学
部
の
授
業

「
茶
道
」の
受
講
生
ら
十
五
名

が
出
席
。
午
前
は
、
Ｕ
Ｉ
Ａ

会
員
ら
の
英
語
に
よ
る
茶
会

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
学
し
、
二
人
一
組
に
分

か
れ
て
茶
席
で
の
亭
主
と
正

客
の
や
り
取
り
を
英
語
で
稽

古
し
た
。
午
後
か
ら
は
学
生

に
よ
る
実
践
発
表
（
英
語
に

よ
る
茶
会
）
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
会
員

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
学
生
ら
は
こ
の
日
の
研
修

会
に
向
け
て
、
三
回
の
事
前

研
修
を
受
け
て
臨
ん
だ
。
ま

ず
は
茶
道
独
特
の
専
門
用
語

や
挨
拶
の
英
訳
を
学
び
、
少

人
数
で
の
会
話
練
習
、
模
擬

茶
会
を
繰
り
返
し
て
、
身
に

付
け
た
と
い
う
。
指
導
に
あ

た
っ
た
Ｕ
Ｉ
Ａ
会
員
の
東
玲

子
さ
ん
は
「
学
ぶ
意
欲
が
高

く
、
英
訳
を
暗
記
す
る
の
で

は
な
く
、
意
味
を
理
解
し
て

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け

た
」
と
語
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
三
年
の
多

湖
優
花
さ
ん
は
「
日
本
語
で

消
化
で
き
て
い
な
い
と
英
語

で
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い
と

感
じ
た
。
茶
道
の
所
作
の
意

味
を
英
語
で
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。

現
代
日
本
社
会
学
科
三
年
の

池
田
和
弘
君
は
「
将
来
、
観

光
業
を
志
望
し
て
い
る
。
外

国
の
方
と
接
す
る
と
き
に
今

日
の
経
験
を
生
か
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
研
修
を
毎
年
続

け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

クアラルンプールの現地法人の社屋前にて

各地の祭や「お蔭様」といった言
葉を例に、神道的な考え方につ
いて語る櫻井教授 中国語で行われた授業

内藤恭子さん

中井美月さん

南台科技大学は台湾台南市永康区に位置し、学生数はおよそ1万8000人

UIA会員の方々が見
守る中、英語で実践
発表する学生たち

多湖優花さん池田和弘君

2皇 學 館 学 園 報平成２9年10月15日� 第70号　（  ）
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国、県、市町村、
各種団体等

全国高校生〝SBP〞交流フェア
SBPチャレンジ部門料理部門

実行委員会
三重県立相可高校 食物調理科・生産経済科、南伊勢高校
SBPの生徒達と皇學館大学の学生スタッフにより、本フェア
の企画・運営を行い、それを文部科学省、皇學館大学、三重
県、伊勢市、南伊勢町等が支えていきます。

協賛金等 後援等
企業・事業者の

皆様
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三
八
〇
名
が
昆
虫
の
世
界
に
浸
る

教
育
学
部
生
物
学
ゼ
ミ
が
三
重
県
総
合
博
物
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

深
草
教
授
が
学
会
賞
受
賞

　
深
草
正
博
特
命
教
授
が
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
の
研
究
と
推
進
に
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
た
と
し
て
、
九
月
二
日
、

小
田
原
市
国
際
医
療
大
学
で
開
催
さ

れ
た
日
本
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
学
会
第

二
十
五
回
全
国
大
会
に
お
い
て
学
会

賞
を
受
賞
し
た
。（
第
二
十
三
回
は
本

学
開
催
）

　
同
学
会
は「
異
質
と
共
存
し
、地
球

の
利
益
の
観
点
か
ら
問
題
解
決
に
向

か
う
地
球
市
民
の
育
成
を
め
ざ
す
」

と
の
趣
旨
の
も
と
、
一
九
九
七
年
に

県
内
外
か
ら
三
○
二
名
が
受
講

教
員
免
許
状
更
新
講
習

　
八
月
十
七
日
か
ら
二
十
二

日
に
か
け
て
、
教
員
免
許
状

更
新
講
習
を
伊
勢
会
場
及
び

四
日
市
会
場
で
開
催
し
た
。

五
日
間
三
十
時
間
に
及
ぶ
講

本
学
で「
第
二
回
全
国
高
校
生
Ｓソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｂ
Ｐ
交
流
フ
ェ
ア
」開
催

　 ８ 月18日、19日の両日、本学をメイン会場に「第 ２ 回全国
高校生SBP交流フェア」が開催され、青森から沖縄まで25
団体、約３５０名が参加した。SBPとはソーシャルビジネスプ
ロジェクトの略。全国の高校生が地域資源（ひと、もの、自
然、歴史、産業など）と交流し、見直し、活用して〈まちづく
り〉や〈ビジネス〉を提案し、その取組みを地域で支えてい
こうというものだ。未来の大人応援プロジェクト実行委員
会（委員長：現代日本社会学部岸川政之教授）の主催、文部
科学省の共催で、内閣府や総務省など多くの行政機関やグ
ーグル、ベネッセ、赤福など大手企業の協力があり、本学
も昨年の第 １ 回から後援している（ホームページは「SBP交
流フェア」で検索可）。
　フェアの企画・進行は
高校生が担当し、そのサ
ポートを本学の学生28名
が担った。大学生スタッ
フ代表で審査員としても
参加した現代日本社会学
科 ３ 年の世古晶大君は、

「大変なことも多かった
けれど、この体験は社会に出てからも生かされる。本当に
参加してよかった」と意義を熱く語る。次回も来年 ８ 月に本
学開催予定。多くの学生諸君のスタッフ参加を期待したい。

習
は
三
○
二
名
が
受
講
。
三

重
の
み
な
ら
ず
、
愛
知
、
滋

賀
、
京
都
、
奈
良
、
福
岡
な

ど
県
外
か
ら
の
受
講
者
も
あ

っ
た
。

　
平
成
二
十
一
年
四
月
に
教

員
免
許
更
新
制
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
教
員
免
許

状
の
有
効
期
限
を
十
年
と

し
、
更
新
す
る
に
は
指
定
の

期
間
に
三
十
時
間
以
上
の
講

習
を
受
講
し
修
了
す
る
こ
と

が
必
須
と
な
っ
た
。
本
学
で

の
開
講
は
今
年
で
九
回
目
。

　
講
習
は
、
五
日
間
の
う
ち

一
日
は
必
修
領
域
と
し
て

「
国
の
教
育
施
策・世
界
の
教

育
の
動
向
・
教
職
に
つ
い
て

の
省
察
・
子
ど
も
の
変
化
に

つ
い
て
の
理
解
」、一
日
は
選

択
必
修
領
域
と
し
て「
法
令

改
正
・
危
機
管
理
・
教
育
相

談
・
進
路
指

導
及
び
キ
ャ

リ
ア
教
育
・

英
語
教
育
」、

後
半
の
三
日

間
で
は
選
択

領
域
と
し
て

「
伝
統
と
文

化
の
理
解
・

道
徳
教
育
及

び
教
科
内
容
の
充
実
」
を
テ

ー
マ
に
最
新
の
教
育
事
情
を

踏
ま
え
、
直
面
し
て
い
る
教

育
課
題
や
本
学
の
特
色
、
地

域
性
に
配
慮
し
た
内
容
も
取

り
入
れ
た
講
習
が
行
わ
れ

た
。
講
師
陣
は
本
学
教
員
の

他
、
著
名
な
外
部
講
師
も
担

当
し
た
。
講
習
後
、
受
講
者

か
ら
は
「
研
修
と
し
て
参
加

し
た
い
も
の
ば
か
り
。
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た

い
」「
参
加
型
の
絵
本
や
音
楽

は
身
近
な
こ
と
な
の
で
楽
し

か
っ
た
」「
体
育
館
で
行
わ
れ

た
体
育
実
技
は
エ
ア
コ
ン
の

お
か
げ
で
快
適
に
受
講
で
き

た
」「
日
本
の
伝
統
文
化
に
つ

い
て
、
日
本
人
と
し
て
皇
大

で
受
講
で
き
良
か
っ
た
」「
会

場
の
空
調
、
照
明
、
会
場
ま

で
の
案
内
に
も
満
足
し
た
」

等
、
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

�

教
職
支
援
担
当

設
立
。
環
境
や
平
和
、
異
文
化
理
解

等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
し
た
現

代
社
会
の
諸
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
の

教
育
の
あ
り
方
を
追
究
し
て
い
る
。

　
表
彰
式
の
後
、「
新
学
習
指
導
要
領

と
環
境
世
界
史
」
と
の
題
目
で
基
調

講
演
を
行
っ
た
深
草
教
授
は
そ
の
中

で
、六
、十
四
、十
七
世
紀
に
深
刻
な

寒
冷
化
に
見
舞
わ
れ
、
世
界
史
が
古

代
→
中
世
→
近
代
へ
と
大
き
く
動
い

た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
森
林
破
壊
が

進
歩
や
民
主
主
義
の
思
想
が
広
ま
る

の
と
並
行
し
て
激
し
く
な
っ
て
い
っ

た
こ
と
等
を
取
り
上
げ
、「
歴
史
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
見
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、
気
候
変
動
と
森
林
破
壊
の
二
つ

の
面
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
説
い
た
。
現
在
、
同
学
会
の
副
会

長
兼
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
深
草

教
授
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
八
月
五
日
、
六
日
の
両
日
、
三
重
県
総
合
博
物
館
に
お
い
て
教
育
学
部
生
物
学
ゼ
ミ

（
中
松
教
授
）に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
り
、
三
重
県
総
合
博
物
館
と
の
博
学
連
携
事
業
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
は
園
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
で
、
二
日
間
で
三
八
〇
名

の
参
加
者
が
昆
虫
た
ち
の
織
り
成
す
不
思
議
な
、か
つ
、少
し
物
悲
し
い
世
界
に
浸
っ
た
。

　
卒
業
生
も
動
員
し
て
の
大

掛
か
り
な
取
組
み
と
な
っ
た

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
実
験
ブ
ー
ス
と
展
示
・

工
作
ブ
ー
ス
を
使
っ
た
二
本

立
て
で
進
め
ら
れ
た
。

　
実
験
ブ
ー
ス
で
は
「
ア
ワ

ヨ
ト
ウ（
蛾
）と
カ
リ
ヤ
サ
ム

ラ
イ
コ
マ
ユ
バ
チ（
蜂
）の
生

態
」
に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
の
説
明
を
交
え
な

が
ら
実
際
に
昆
虫
の
観
察
や

解
剖
実
験
を
行
っ

た
。
カ
リ
ヤ
サ
ム
ラ

イ
コ
マ
ユ
バ
チ
は
、

ア
ワ
ヨ
ト
ウ
の
幼
虫

の
体
内
に
わ
ず
か
五

〜
十
秒
で
大
量
の
卵

を
産
み
つ
け
る
。
そ
し
て
そ

の
卵
は
幼
虫
の
体
内
で
孵
化

し
成
長
し
て
い
く
。
は
じ
め

は「
気
持
ち
悪
い
」と
か「
可

哀
そ
う
」
と
い
う
反
応
を
見

せ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

徐
々
に
昆
虫
た
ち
の
「
い
の

ち
を
育
む
た
め
の
行
動
」
に

引
き
込
ま
れ
、
感
動
し
、
夢

中
に
な
っ
て
行
く
様
子
が
は

っ
き
り
と
う
か
が
え
た
。

　
展
示
・
工
作
ブ
ー
ス
で
は

「
ア
メ
ン
ボ
ウ
が
な
ぜ
水
に

浮
く
か
」
を
理
解
す
る
た
め

に
、
モ
ー
ル
を
使
っ
た
「
表

面
張
力
」の
実
験
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
中
松
ゼ
ミ
が
取
り

組
ん
で
い
る
「
理
科
の
出
前

授
業
」
を
始
め
と
す
る
生
物

学
の
研
究
・
教
育
活
動
を
パ

　
彬
子
女
王
殿
下
が
総
裁
を
務
め
ら
れ
、

本
学
も
会
員
で
あ
る「
心
游
舎
」ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
八
月
二
十
一
日
、
本
学
・
佐
川

記
念
神
道
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

博
物
館
学
芸
員
を
め
ざ
す
学
生
二
十
六
名

が
「
御
花
神
饌
」
づ
く
り
を
体
験
し
た
。

　
御
花
神
饌
と
は
古
代
染
め
の
和
紙
で
作

ら
れ
る
造
花
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

京
都
・
石
清
水
八
幡
宮
で
毎
年
九
月
十
五

日
に
行
わ
れ
る
勅
祭
・
石
清
水
祭
に
お
供

え
さ
れ
る
神
饌
の
一
部
を
制
作
す
る
も
の

で
、
本
学
で
の
開
催
は
平
成
二
十
七
年
に

続
き
二
回
目
と
な
る
。

心游舎ワークショップ・
「御花神饌」づくりを体験

　佐川記念神道博物館
　
開
催
に
あ
た
り
大
島
信
生
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て

彬
子
女
王
殿
下
の
お
話
が
あ
っ
た
。次
に
、

採
取
し
た
各
樹
種
の
枝
や
、
化
学
染
料
を

一
切
使
用
し
な
い
古
代
染
め
の
技
法
の
復

元
に
よ
る
取
組
み
、
国
宝
の
修
復
等
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
染
織
史
家
・
吉
岡
幸
雄
氏

が
講
話
。
伝
統
的
な
仕
事
に
従
事
す
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、自
然
を
尊
ぶ・古
典

を
尊
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
、
温
故
知
新
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
伝
統
的
な
染
め

技
術
の
大
切
さ
な
ど
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
参
加
し
た
学
生
は
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
い
よ
い
よ
御
花
神
饌
づ
く
り

に
挑
戦
。
吉
岡
氏
の
工
房
「
染
司
よ
し
お

か
」
の
吉
岡
更
紗
氏
を
中
心
と
し
た
指
導

の
も
と
、
繊
細
な
作
業
に
苦
戦
し
つ
つ
、

真
剣
な
表
情
で
紅
白
の
梅
の
花
を
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
作
り
込
ん
で
い
た
。

　

国
史
学
科
四
年
の
佐
藤
理
央
さ
ん
は

「
和
紙
を
使
っ
て
の
細
か
い
作
業
は
、普
段

行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
鮮
さ

を
感
じ
た
。
梅
の
花
の
形
や
、
枝
か
ら
ど

の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
か
な
ど
、
工
夫
で

き
る
箇
所
が
多
々
あ
っ
た
。
多
少
不
格
好

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

心
を
込
め
て
作
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語

っ
て
い
た
。

　
学
生
全
員
で
協
力
し
て
完
成
し
た
紅
白

の
梅
の
花
は
石
清
水
祭
に
奉
納
さ
れ
、
本

学
教
員
と
学
生
代
表
が
祭
典
に
参
列
す
る
。

ネ
ル
で
紹
介
し
た
。

　
中
松
ゼ
ミ
で
は
「
実
物
や

実
際
の
現
象
」を「
見
て
・
感

じ
て
・
体
験
す
る
」
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
教
材
の
昆
虫
を
日
夜

飼
育
し
た
り
、
実
験
道
具
や

機
器
を
揃
え
る
等
の
苦
労
を

伴
う
が
、「
生
き
た
教
育
」を

提
供
す
る
こ
と
で
地
域
の
教

育
活
動
へ
の
貢
献
の
み
な
ら

ず
、
昨
今
の
「
理
科
離
れ
」

の
解
消
に
も
繋
げ
た
い
と
い

う
中
松
教
授
の
強
い
思
い
が

あ
る
。

　
今
回
は
夏
休
み
と
あ
っ
て

親
子
連
れ
で
賑
わ
い
、
子
ど

も
も
大
人
も
身
近
な
生
き
物

の
昆
虫
に
関
心
を
持
つ
良
い

機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
見
た

り
、
感
じ
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
家

族
で
話
を
す
る
な
ど
学
び
の

深
化・広
が
り
に
繋
が
れ
ば
、

さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
。
今
後

も
様
々
な
工
夫
を
加
え
な
が

ら
、
こ
の
取
組
み
を
継
続
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

�

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー

満席となった講習会場

参加者に語りかける岸川教授（右）

賞状を手にする深草教授（右）

夢中で実験に取り組む参加者たち

彬子女王殿下

学生の指導にあたる吉岡更紗氏
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Flow

中学校

大 学

　 ８月２７日、東海学生体重別選手権大会
が愛知県武道館にて開催されました。本
学の結果としては優勝者 ３名を含む過去
最多の１７名が入賞し、内１６名が全日本学
生柔道大会への切符を手にすることがで
きました。また、１名は来年の世界選手権
第 １次選考会である講道館杯全日本柔道
体重別選手権大会出場が決まりました。
　本学柔道部の歴史に新たな事績を刻む
ことができたのも、遠方よりわざわざ現
地に足を運んでくださった学内外の方
方、保護者の皆様、OB・OGの皆様、学
友の皆様のお力添えのおかげと感謝の気
持ちでいっぱいです。また、日夜厳しい
稽古に励む「今の彼らの最高」が出せた
成果ではないかと考えています。振り返
れば、選手登録されなかった者も含め、

部内には「みんなで勝つ!」という雰囲気
が広がっていました。大会期間中、次年
度以降のために全試合の詳細なデータを
取り続ける者、声をからしながら応援す
る者、大会前の選手の投げ込みを必死に
なって受ける者……男女共、総合的なチ
ーム力の向上を垣間見ることができまし
た。立ち居振る舞いや礼儀作法の面でも
過去最高でした。しかし、決して今回の
結果に ＂満足＂ しているわけではありま
せん。部員はもちろん、大学の先生方、
事務の方々、OB・OGの方々、関係する
ありとあらゆる人々と力を合わせ、「力

つと

め
て必ず達成」します。
　力必達〈つとむれば かならず たっす〉　�嘉納
治五郎の信念は受け継がれます。
� 柔道部顧問　佐藤武尊

　僕は ６歳頃から習い事感覚でフェンシ
ングを始めました。これまでのフェンシ
ング歴の中で転機となったのは、 ２つの
出来事です。一つは、中学 １年生の時に
参加した合宿。全国の人たちが集まった
この合宿でフェンシングについて深く知
ることができた僕は、よりフェンシング
が好きになり、以来、練習に励むように
なりました。もう一つは種目を変えたこ
とです。中学 ２年生になり、それまでは
「フルーレ」という日本で一番人口の多い
種目をしていましたが、「サーブル」に転
じたところベスト ８に入ることができ、
どんどんやる気が出てきました。
　昨年末には強化選手に選ばれ、 7月に

行われた東京都カデ選手権大会では 3
位、 ８月に和歌山県で行われたアジア大
会では予想以上に身体が動き、いつも負
けている相手に勝ち優勝することができ
ました。最近ではオーストラリアで行わ
れた大会で個人で ７位、団体戦では優勝
しました。
　現在、国内ランキング（２０１７－２０１8男子サ
ーブル・カデU－１７）では ３位の位置につけ
ています。今後も海外遠征や試合が多く
あるので、少しでも良い結果を出せるよ
う頑張りたいと思います。そして、将来は
オリンピックに出場し、メダルをとるこ
とが目標です。それをかなえるためにも、
一所懸命練習に励んでいきます。

問合せ 学生支援部 学生担当　☎０５９６−２２−６３１７

倉陵祭�開催
10／28●土〜29●日

講演会
10／29●日 入場無料・予約不要・先着順

開場◦9：3０　�
開演◦１0：3０（終了予定 １２：0０）
会場◦皇學館大学記念講堂

「世界からのメッセージ 
〜人間愛と絆〜」
講師◦渡部陽一氏
学生時代から世界の紛争地域を専門に取材を続ける。戦場の悲劇、そこ
で暮らす人々の生きた声に耳を傾け、極限の状況に立たされる家族の絆
を見据える。イラク戦争では米軍従軍取材を経験。これまでの主な取材地
はイラク戦争のほかルワンダ内戦、コソボ紛争、チェチェン紛争、ソマリア
内戦、アフガニスタン紛争、コロンビア左翼ゲリラ解放戦線、スーダン、ダ
ルフール紛争、パレスティナ紛争など。
　

アーティストライブ
10／28●土 開場◦１6：0０ 開演◦16：3０
会場◦皇學館大学記念講堂 入場無料・要整理券

※整理券配布の時間等は
倉陵祭HPでお知らせ
いたします。

フロウバック

FlowBack　

FlowBackは、MASAHARU、TATSUKI、MARK、REIJI、JUDAI
からなる５ 人組ダンス＆ボーカルグループ。２０１４年開催の国内最大
規模オーディション「LINEオーディション」応募者１２５,０９４組の中か
らファイナリスト ８ 組に選出され注目を集める。年間１００回を超える 
ステージを重ね続け、２０１６年 ９ 月シングル「Come A Long Way」で
メジャーデビュー! リリース全タイトルがオリコンウィークリーチャート 
上位にランクインしている超注目の新鋭グループ。

11月1日から7日は

　教育・文化週間は教育や文化への関心と理解を深め、
充実・振興を図ることを目的として設けられ、今年で５９回
目を迎えます。本週間の期間中には、全国各地で教育・文
化に関するさまざまなイベントが開催されます。
　例えば…
　◦博物館や美術館の無料公開や特別展示
　◦伝統芸能・工芸の鑑賞会や体験講座
　◦地域住民が日頃の活動成果の発表を行う市民文化祭
　◦図書館、公民館などでの各種講演会・講座
　◦大学等における公開講座
　◦子供向けの自然体験教室　…等々
　興味のあるイベントにぜひ足を運んでみてはいかがで
しょうか。

詳しくは�
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/kyoiku-bunka/

力 必 達〈つとむれば かならず たっす〉

柔道部

オリンピックでメダルをとることが目標
小久保 真

ま

旺
お

（ ３年Ａ組）

スポーツ
キラリ

クラブによる模擬店・展示・ステージ発表や子供広場、
伝統体験等、多彩な企画を計画中! 詳細は「倉陵祭」の
ホームページを随時更新し、お知らせします。
https://www.kogakkan-u.ac.jp/users/gakusei/souryou/index.html

過去最多となる17名が入賞した東海大会

賞状と記念の楯を手に喜び
の表情

結果にこだわりたいと話す小久保君（右端）

第
56
回
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観光産業の地域性を学ぶ
桐村喬ゼミ � コミュニケーション学科 ３ 年　村 木 洸 太

　グアムは１９７０年以降、日本からの観光客向けに発展し
ていった観光地であり、現地には ４日間滞在した。その
間、国外でありながら、至るところで多くの日本語によ
る情報を見かける機会があった。日本人向けの日本料理
店はもちろん、現地のレストランやホテル内、公共交通
機関、現地住民向けであろう大型スーパーなどにも日本
語で日本人向けの説明が書かれており、日本のポイント
カードが使える店もあった。また、韓国語や中国語の案
内もある程度見られ、近年増加する観光客の国籍に合わ
せて、情報提供に使われる言語が変化していることが確
認できた。会話に関しても、日本語を少し喋ることがで
きる現地住民が多く、店舗などでは英語がわからなくて
もある程度のコミュニケーションをとることができた。
現地住民向けの書店では、日中韓の各言語のテキストが
目立つところに配置されており、観光産業を中心とする
地域性を感じることができた。

フィールドワーク報告記
文学部編
秋のフィールドワークが実施され、
文学部国内組は１６、海外組は６つのグループが�
それぞれの学びの地へ赴いた。
確かな目標・目的をもって臨んだフィールドワークは�
いずれの学生にとっても刺激的かつ
知的好奇心を満たすひと時となったようだ。

主体的学修態度を養う
菅野覚明ゼミ � 神道学科 ３ 年　河 野 広太郎

　菅野ゼミのフィールドワークは、９月１４日から ４日間、
東北地方と函館を目的地として実施された。
　初日はまず、宮城県岩沼市の竹駒神社に正式参拝を行
った。神職の方々は一切の妥協を許さない厳正で美しい
祭式を斎行してくださり、大変感銘を受けるとともに、
自分たちも見習わなければならないと気持ちを新たにさ
せられた。その後、村田権宮司様より手作りの詳細な資
料をもとに、神社の由緒などについてご講話を賜った。
また、館友先輩神職様方との懇談は予定時間をオーバー
するほど話が弾み、先輩の温かさをしみじみと感じた。
　松島、毛越寺、中尊寺などでは軍事的・地政学的な観
点から観察した者、仏教儀礼を見学した者、名産を食べ
歩き地方文化に触れる者など各自が主体的関心に基づい
て研修をした。
　 ２日目の宮沢賢治記念館、高村光太郎記念館では、文
学が宗教と深くかかわっていることを知り、驚いた。偶
然に入った工芸館で伝統の機織を見学させていただいた
ことなど、番外で学んだことも多かった。
　 ３日目は小岩井農場に行き、その後函館に移動したが、
台風の接近で帰りの飛行機に欠航の心配が出てきた。先
生が新幹線の中に帽子を忘れるアクシデントもあった
が、みんなで心をこめて旅の安全を神に祈願した（結局、
飛行機は予定通り運航した）。このような ４日間のゼミ旅行
であったが、その目標「主体的学修態度の養成」につい
ては皆で達成できたと思う。

平安文学の舞台を歩く
中川照将ゼミ � 国文学科 ３ 年　山　路　　尊

　私たち中川ゼミは平安文学の中心地の平安京があった
京都を中心にフィールドワークへ行った。
　『蜻蛉日記』などに描かれる石山寺や、『百人一首』蝉
丸の和歌でも有名な逢坂の関址、『源氏物語』第三部の舞
台となる宇治を散策した。また、実物大の牛車や光源氏
の住居の模型が展示される源氏物語ミュージアム、平安
時代の風俗・衣裳が展示される風俗博物館など様々な場
所を訪れたが、その中でも最も印象に残ったのは、京都
市内の散策だ。市内散策では、『大鏡』冒頭でもおなじみ
の雲林院からスタートし、紫式部の墓、大内裏があった
二条城周辺を経て、光源氏の住居があったとされる五条
大橋まで、徒歩やバスなどを使って約 ６時間かけて移動
した。平安時代の地図を手に平安京の北から南へ歩いた
が、想定以上の距離の長さに驚かされた。
　今回のフィールドワークを通して、新しい気付きとと
もに、ゼミ生と中川先生の仲がより深まり、非常に意義
深い旅行であった。

北へ　古代史ゼミ北海道探訪
遠藤慶太ゼミ � 国史学科 ３ 年　中谷寛汰・僚汰

　私たちは古代北方史の遺跡を見学する目的のもと北海
道を探訪した。現地に着き、まず北海道神宮を正式参拝、
神職の方は北海道の歴史についてご講話くださった。い
ただいたお神酒が予想以上に濃くて驚いた。
　 ２日目は自由行動で、大通公園をはじめ旧道庁や時計
台など札幌の史跡を巡った。私たちはスポーツ観戦に興
味があったので、札幌ドームで北海道日本ハムファイタ
ーズの野球の試合を観戦した。地元に根をおろした球団
の活躍をみて、非常によい思い出になった。
　 3日目は、恵庭郷土資料館・キウス周堤墓群を見学し
た。学芸員の方から詳しく説明していただき、カリンバ
遺跡から出土した縄文時代の赤い漆製品などを見ること
ができた。
　最終日はアイヌ民族博物館に行き、伝統の舞踊を見る
ことができた。充実した ４日間で、北海道の風土を体感
し、北方史の視点を養うことができた。これをきっかけ
に研究に励みたい。

平成２９年度文学部フィールドワーク日程一覧
引率教員 目的地・方面 日　　程

国　内
加 茂 正 典 北海道 ９ /１１㈪〜１４㈭

菅 野 覚 明 東北・北海道 ９ /１４㈭〜１７㈰

松　本　　丘 宮崎・鹿児島 ９ /１１㈪〜１３㈬

板 東 洋 介 宮城・岩手 ９ /１１㈪〜１４㈭

大 島 信 生 福岡・佐賀 ９ /１２㈫〜１５㈮

齋　藤　　平 岩手県 ９ /１１㈪〜１４㈭

中 川 照 将 京都 ９ /１１㈪〜１３㈬

深 津 睦 夫 宮城・岩手 ９ /１１㈪〜１４㈭

岡 野 裕 行 東京方面 ９ /１０㈰〜１４㈭

小 堀 洋 平 東京 ９ /１１㈪〜１４㈭

上 野 秀 治 岐阜・長野・新潟・金沢 ９ /１０㈰〜１３㈬

岡 野 友 彦 神奈川・千葉・茨城・東京 ９ /１２㈫〜１５㈮

松 浦 光 修 鹿児島・山口 ９ /１２㈫〜１４㈭

遠 藤 慶 太 北海道 ９ /１２㈫〜１５㈮

多 田 實 道 中部・関東方面 ９ /１１㈪〜１５㈮

外 山 秀 一 
芳 賀 康 朗

沖縄 ９ / ５ ㈫〜 ９ ㈯

海　外
河　野　　訓 
張　　　　磊

インドネシア ９ /１０㈰〜１４㈭

上小倉　一志 
松 下 道 信

中国（北京） ９ /１６㈯〜１９㈫

田 浦 雅 徳  
谷 口 裕 信  
堀 内 淳 一

中国（満州・上海） ９ /１２㈫〜１６㈯

児 玉 玲 子 
山 田 やす子

マレーシア ９ / ６ ㈬〜１１㈪

桐　村　　喬 
川 島 一 晃

グアム ９ / ５ ㈫〜 ９ ㈯

豊　住　　誠 
川 村 一 代 
クリストファーメイヨー

シンガポール ９ / ９ ㈯〜１３㈬

白老・アイヌ民族博物館にて

竹
駒
神
社
に
て
正
式
参
拝
と
ご
講
話
を
拝
聴

宇
治
・
朝
霧
橋
に
て

グ
ア
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
、グ
ア
ム
の
歴
史
文
化

を
学
ん
だ
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で
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三
年
Ａ
組　
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瑠
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で
乗
り
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え
た
こ
と
が
良
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思
い
出

三
年
Ａ
組　

築
山
大
智

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
成
功

校
友
会
総
務
副
委
員
長　

瀬
田
京
子

「
団
結
」を
実
感
で
き
た
体
育
大
会

帰
国
後
は
能
動
的
な
英
語
学
習
へ

第
十
六
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
報
告

皇
高
祭「Color

〜
イ
ロ
ト
リ
ド
リ
に
描
け
!!
〜
」開
催

コ
ン
テ
ス
ト
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
に

第
十
二
回
小
学
生
・
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

「
お
・
は
・
し
・
も
」守
り
、速
や
か
に

中
高
合
同
・
地
震
避
難
訓
練

　
精
い
っ
ぱ
い
楽
し
も
う
と
、
中

学
校
最
後
の
体
育
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
朝
の
ク
ラ
ス
で
や
っ
た
円

陣
に
始
ま
り
、
一
日
中
笑
顔
で
み

ん
な
で
盛
り
上
が
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
楽

　
私
は
今
年
、
校
友
会
の
役
員
と

い
う
立
場
で
皇
高
祭
を
迎
え
ま
し

た
。
一
番
印
象
深
か
っ
た
の
は
祭

典
で
す
。
全
校
生
徒
の
代
表
と
し

て
神
聖
な
場
所
に
立
ち
、
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
皇
學

館
の
生
徒
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
に
続
く
講
演
会
と
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

方
と
話
す
機
会
も
い
た
だ
き
、
心

に
残
る
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皇
高
祭

を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、
一

つ
の
企
画
を
実
施
す
る
た
め
に
は

多
く
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
と
、
一
つ
の
企
画
に
も
多

く
の
方
が
携
わ
っ
て
運
営
し
て
い

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
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た
。
特

に
二
日
目
の
校
友
会
主
催
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ク
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ズ
大
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準
備
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大
変
さ
と
進

行
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
、
企
画
通
り
に
い
か

ず
反
省
点
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し

た
が
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
か
げ
で
成
功
に
終
わ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
経

験
を
も
と
に
、
今
後
の
学
校
行
事

も
工
夫
し
、
学
校
全
体
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

し
め
た
だ
け
で
な
く
、三
Ａ
と
黄・

赤
チ
ー
ム
の
み
ん
な
の
力
で
優
勝

も
で
き
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

三
Ａ
の
み
ん
な
の
団
結
が
実
感
で

き
て
よ
か
っ
た
し
、
最
高
の
思
い

出
が
で
き
ま
し
た
。

　
僕
た
ち
に
と
っ
て
今
回
は
最
後

の
体
育
大
会
で
し
た
。
結
果
は
ク

ラ
ス
で
優
勝
で
き
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
何
よ
り
皆
で
楽
し
く
団
結

し
て
乗
り
越
え
た
こ
と
が
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
ク
ラ

ス
対
抗
リ
レ
ー
で
バ
ト
ン
を
落
と

し
て
し
ま
い
、
ク
ラ
ス
は
一
度
最

下
位
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
後
、
皆
の
お
か
げ
で

三
位
に
ま
で
追
い
上
げ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
後
、
み
ん
な
が
声
を
か
け

　
夏
休
み
中
、
七
月
二
十
四
日
か

ら
八
月
六
日
ま
で
の
二
週
間
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ボ
ル
ン
に

お
い
て
語
学
研
修
を
行
っ
た
。

　
姉
妹
校
で
あ
る
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
・

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
と
の

交
流
も
今
年
で
十
六
年
目
を
迎
え

た
。
今
年
は
本
校
か
ら
十
二
名
の

生
徒
た
ち
が
参
加
し
た
。
生
徒
た

ち
は
本
校
の
代
表
と
し
て
様
々
な

場
面
で
積
極
的
に
活
動
し
、
ロ
ー

ズ
ヒ
ル
の
先
生
方
や
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
た
。

　
帰
国
後
、
生
徒
た
ち
は
「
こ
れ

か
ら
英
語
学
習
に
一
層
力
を
入
れ

た
い
」
と
話
す
。
自
分
の
言
い
た

い
こ
と
が
伝
わ
ら
ず
悔
し
い
思
い

を
し
た
一
方
で
、
自
分
の
英
語
が

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ロ
ー
ズ
ヒ

ル
校
の
生
徒
に
伝
わ
る
喜
び
を
感

じ
た
生
徒
が
多
か
っ
た
の
だ
。
こ

の
経
験
で
、
彼
ら
は
英
語
を
学
習

す
る
本
当
の
意
味
を
実
感
し
、
英

　

九
月
一
日
の
防
災
の
日
に
あ
わ

せ
、
中
学
校
・
高
校
合
同
で
の
地
震

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、

授
業
中
に
東
海
地
震
（
震
度
五
〜
六

程
度
）
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し

て
実
施
さ
れ
た
。
地
震
の
発
生
を
知

ら
せ
る
非
常
放
送
が
入
り
、
即
座
に

学
級
担
任
が
第
一
次
避
難
を
指
示
す

　

八
月
十
九
日
に
第
十
二
回
小
学

生
・
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
の
部
は

語
学
習
へ
の
意
欲
が
湧
い
て
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
語
学
研
修
に
参
加
し
た
生
徒
た

ち
は
、
自
分
の
英
語
力
と
真
摯
に

向
き
合
い
、
自
分
に
足
り
な
い
も

の
を
考
え
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に

こ
れ
か
ら
ど
う
取
り
組
も
う
か
模

索
す
る
。
今
ま
で
受
動
的
だ
っ
た

英
語
学
習
は
帰
国
後
、
能
動
的
な

も
の
に
変
わ
る
。

　
今
回
の
語
学
研
修
生
た
ち
も
、

こ
の
語
学
研
修
で
の
経
験
を
糧
に

英
語
学
習
に
励
み
、
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
努
力
し
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。

�

国
際
交
流
担
当
　
角
屋
重
文

五
十
四
名
、
中
学
生
の
部
は
二
十
六

名
と
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
参

加
を
い
た
だ
い
た
。

　
小
学
生
の
部
ビ
ギ
ナ
ー

は
「Playground 

Gam
es

（
子
ど
も
の
遊

び
）」、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
は

「Shikoku

（
四
国
）」を
テ

ー
マ
に
英
文
を
暗
唱
。
中

学
生
の
部
で
は
「The 

country I w
ant to 

visit

（
私
が
行
き
た
い

国
）」・「W

hat can we do to 
protect the environm

ent?

（
環

境
保
護
の
た
め
に
私
た
ち
は
何
が
で

き
る
か
）」・「Sm

artphones

（
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
）」の
テ
ー
マ
か
ら
一
つ

を
選
ん
で
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
ど

う
す
れ
ば
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
や
自
ら

の
思
い
・
意
見
を
正
し
く
、
効
果
的

に
伝
え
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
し
、
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、
一
生
懸
命
表

現
し
よ
う
と
す
る
姿
が
と
て
も
素
晴

ら
し
く
感
じ
た
。

　
結
果
は
、
小
学
生
の
部
で
は
【
ビ

ギ
ナ
ー
】
林
青
一
郎
君
（
明
野
小
学

校
）、【
ア
ド
バ
ン
ス
ト
】田
中
ル
カ
さ

ん（
暁
小
学
校
）、
中
学
生
の
部
で
は

宮
口
紗
良
さ
ん（
高
田
中
学
校
）が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
に
輝
い
た
。

　
こ
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
大
き
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
場
と
な
り
、
英
語
を
使

う
楽
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
英

語
の
み
な
ら
ず
、
日
本
語
に
よ
る
発

信
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
高
め
る
機
会
に
も
な
っ
た
こ

と
を
願
う
。

�

英
語
科
　
橋
本
真
人

る
と
、
生
徒
た
ち
は
各
教
室
で
地
震

の
衝
撃
に
よ
る
落
下
物
な
ど
か
ら
頭

部
を
守
る
た
め
に
机
の
下
に
身
を
ひ

そ
め
、
次
の
指
示
を
待
っ
た
。
担
任

以
外
の
教
員
は
指
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
に
つ
き
、
避
難
経
路
の
安
全
確
認

を
行
っ
た
。
安
全
が
確
認
さ
れ
た
の

を
受
け
、再
度
、一
斉
放
送
に
よ
り
、

「
避
難
開
始
」の

指
示
が
出
さ
れ

る
と
、
第
二
次

避
難
を
開
始

し
、
避
難
場
所

へ
移
動
し
た
。

避
難
時
の
キ
ー

ワ
ー
ド
、「
お（
押
さ
な
い
）・
は（
走
ら

な
い
）・
し
（
し
ゃ
べ
ら
な
い
）・
も

（
も
ど
ら
な
い
）」
の
行
動
基
準
を
守

っ
て
速
や
か
に
移
動
し
、高
校
生（
三

号
校
舎
を
除
く
）
は
旧
武
道
館
跡
地

駐
車
場
、
中
学
生
と
高
校
生
の
一

部（
三
号
校
舎
）は
精
華
寮
前
駐
車

場
に
集
合
し
、
点
呼
を
行
っ
た
。

　
避
難
訓
練
後
、
上
村
桂
一
校
長

に
よ
る
講
評
で
は
、
片
田
俊
孝
氏

（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）が
提
唱
す

る「
避
難
三
原
則
」（
①
想
定
を
信

じ
る
な
、
②
そ
の
状
況
に
お
い
て

ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
、
③
率
先
避
難

者
に
な
れ
）
に
基
づ
く
緊
急
時
に

お
け
る
防
災
意
識
の
喚
起
が
図
ら

れ
た
。

　
九
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
両
日
、
第
五
十
五
回
皇
高
祭
が
行

わ
れ
、
寄
席
や
ク
ラ
ス
展
示
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
た
。
以
下
に
準
備
に
携
わ
っ
た
校
友
会
総
務
副
委
員
長
・
瀬
田

京
子
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　
秋
晴
れ
と
な
っ
た
九
月
二
十
六
日
、
第
三
十
八
回
体
育
大
会
が
実

施
さ
れ
た
。
三
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
と
な
る
た
め
、
感
慨

深
い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
以
下
に
生
徒
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

て
く
れ
て
、
少
し
元
気
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皇
中
祭

も
団
結
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

祭典●厳粛な雰囲気で始まった「祭典」。
参列者一同が頭を垂れ、神様に文化祭
の意義を申し上げるとともに、学業を修め
られたことへの感謝の気持ちと、その成果
をご奉告。そして文化祭の成功を願い、生
徒一同が今後も勉学に励めるようにお祈
りを捧げた。

吹奏楽部発表●昨年に続いて今年も
三重県吹奏楽コンクール高校Ａ編成の部
で優勝を果たした吹奏楽部は「ラッキード
ラゴン〜第五福竜丸の記憶〜」や「情熱
大陸」などの演奏に加え男子部員による
ダンスのパフォーマンスも披露。全員の拍
手と手拍子で会場は大いに盛り上がった。

書道部展示●書道部は部員の作品と
1 年生の書道選択生徒の作品を展示し
た。書道部員３７名は掛け軸と色紙を1人
1 点ずつ製作し、普段の活動の中で取り
組んだ成果を発表した。中央に並べられ
た1 年生書道選択者による扇子の作品
も魅力的で、来場者の目を引いていた。

１ 年 ４ 組爪楊枝アート展示
● １ 年 ４ 組は１９万本の爪楊枝を着
色して青空に映える見事なヒマワリ
畑を教室内に作り上げた。1人 1枚
絵柄の案を出し、９月最初にクラス
全員の投票で絵柄を決定。色つけ
→乾燥→発泡スチロールへの差し
込みという根気のいる作業を何度も
繰り返し、皇高祭前日に完成にこぎ
つけた。完成の瞬間にはクラス全員
から大きな拍手と歓声が上がった。

入
賞
者
た
ち（
上
／
小
学
生
、
下
／
中
学
生
）

現地クラスメートと一緒に記念撮影

速やかに避難場所へ集合

総
合
優
勝
は
三
年
Ａ
組
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将
来
を
見
据
え
進
路
相
談

迫
力
の
演
奏
で
千
六
百
名
を
魅
了

平成２9年度皇學館大学・近鉄文化サロン共催講座のご案内（10月〜3月）
開催場所◦近鉄文化サロン阿倍野� 聴講料有料

『古事記』を読む　成務天皇〜応神天皇の段
文学部神道学科 教授　白 山 芳太郎

１０月１４日㈯ 成務天皇〜仲哀天皇�上
１１月１８日㈯ 仲哀天皇�下
１２月 ９ 日㈯ 応神天皇㈠
１ 月１３日㈯ 応神天皇㈡
２ 月１０日㈯ 応神天皇㈢
３ 月１０日㈯ 応神天皇㈣

神道と仏教　神社・仏閣における神仏習合と神仏分離　
文学部神道学科 教授・副学長　河　野　　訓

１１月２５日㈯ 生田神社における神仏習合と神仏分離
１２月２３日㈯ 施福寺における神仏習合と神仏分離
１ 月２７日㈯ 善峰寺における神仏習合と神仏分離
３ 月２４日㈯ 英彦山における神仏習合と神仏分離

台
風
一
過
、「
皇
學
館
Ｄ
Ａ
Ｙ
」を
開
催 

　
三
連
休
最
終
日
の
九
月
十
八
日
、
三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
皇
學

館
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
開
催
さ
れ
、
大
学
・
高
等
学
校
・
中
学
校
合
同
の
学
校
説
明
・
相
談

会
及
び
皇
學
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
第
十
回
定
期
演
奏
会（
津
会
場
）が
行
わ
れ
た
。

　
日
本
列
島
を
縦
断
し
た
台

風
一
八
号
の
影
響
が
心
配
さ

れ
た
が
、
こ
の
日
は
台
風
一

過
の
晴
天
。
午
後
二
時
開
設

予
定
の
学
校
説
明
・
相
談
会

ブ
ー
ス
に
は
午
後
一
時
過
ぎ

に
早
く
も
最
初
の
相
談
者
が

訪
れ
、
熱
心
に
話
を
聞
く
姿

が
見
ら
れ
た
。

　
小
学
六
年
の
ご
子
息
と
来

場
し
た
女
性
は
「
こ
れ
か
ら

の
時
代
は
語
学
力
が
必
須
。

子
ど
も
に
は
設
備
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
整
っ
た
環
境
で
学

ん
で
ほ
し
い
」
と
語
り
、「
今

日
は
語
学
研
修
や
ス
カ
イ
プ

を
使
っ
た
国
際
交
流
な
ど
、

私
学
な
ら
で
は
の
充
実
し
た

教
育
体
制
に
つ
い
て
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
満

足
し
た
様
子
で
話
し
た
。
母

親
と
訪
れ
た
中
学
三
年
の
女

生
徒
は
現
在
吹
奏
楽
部
に
所

属
し
て
い
る
と
言
い
、「
皇
學

館
高
校
な
ら
音
楽
と
勉
強
を

両
立
で
き
そ
う
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。
津
市
内
か
ら
や
っ

て
来
た
と
い
う
高
校
三
年
の

女
生
徒
は
「
英
語
教
員
を
め

ざ
し
て
い
る
。
先
生
に
な
る

に
は
教
育
学
部
に
進
む
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
文

学
部
で
も
教
員
免
許
を
取
れ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
視
野
が

広
が
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
し
た
。

　
皇
學
館
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
第
十
回
定
期
演
奏
会
は
前

日
の
伊
勢
公
演
が
台
風
の
接

近
で
九
月
二
十
四
日
に
延
期

さ
れ
た
た
め
、
津
公
演
が
初

日
と
な
っ
た
。

　
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
Ⅰ

部
は
「
ラ
ッ
キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン

〜
第
五
福
竜
丸
の
記
憶
〜
」

「
プ
ラ
ハ
の
た
め
の
音
楽
１

９
６
８
」
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ

色
の
強
い
難
曲
を
重
厚
か
つ

気
迫
あ
ふ
れ
る
音
色
で
聴
か

せ
た
。
Ⅱ
部
で
は
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
」や「
ウ
ル
ト
ラ
セ

ブ
ン
」
な
ど
有
名
な
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
曲
を
は
じ
め
、「
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｏ
」「
ペ
ッ
パ
ー
警
部
」

と
い
っ
た
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲

を
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
と
も
に
披
露
。
三
時
間
半

の
公
演
が
短
く
感
じ
る
ほ
ど

密
度
の
濃
い
内
容
で
、
千
六

百
名
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　

鈴
鹿
市
在
住
の
親
子
は

「
小
学
三
年
の
息
子
が
金
管

バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
ば

か
り
。
勉
強
に
な
る
と
思
い

連
れ
て
来
た
が
、
迫
力
あ
る

演
奏
に
驚
い
た
」
と
話
し
、

子
ど
も
の
興
味
が
続
け
ば
皇

學
館
高
校
を
進
路
の
一
つ
に

考
え
た
い
と
語
っ
た
。
松
阪

の
殿
町
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

所
属
す
る
女
生
徒
は
「
音
の

140名が一堂に会す
神社関係者懇談会・協議員会を開催

　
本
年
度
の
第
一
回
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
は
、
九
月
二
日

の
土
曜
に
高
校
単
独
開
催
、

翌
三
日
の
日
曜
に
は
「
皇
學

館
中
学
校
・
高
等
学
校
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
中

高
合
同
で
開
催
し
た
。
今
回

も
皇
學
館
大
学
記
念
講
堂
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
、
ま
た
高

中
高
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
が
盛
況

校
の
一
教
室
を
大
学
説
明
会

場
と
し
て
開
設
す
る
こ
と

で
、
中
高
だ
け
で
な
く
大
学

と
の
つ
な
が
り
も
体
感
で
き

る
よ
う
に
企
画
し
た
と
こ

ろ
、
中
高
合
わ
せ
て
一
三
五

〇
名
（
う
ち
高
校
参
加
者
は

一
一
八
〇
名
）が
来
場
。天
候

が
心
配
さ
れ
た
日
程
で
あ
っ

た
が
、
両
日
と
も
に

盛
会
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
た
。

　
九
月
二
日
の
高
校

単
独
開
催
で
は
司
会

の
鈴
木
優
花
さ
ん

（
高
校
三
年
）の
進
行

で
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず

上
村
桂
一
校
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
生
徒

代
表
の
黒
田
結
規
さ

ん（
高
校
二
年
）の
歓
迎
の
言

葉
の
あ
と
、
入
試
担
当
者
か

ら
学
校
の
取
組
み
や
コ
ー

ス
、
入
試
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
続
い
て
志
村

日
向
君（
高
校
三
年
）か
ら
学

校
生
活
の
紹
介
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
現
在
「
三
重

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

お
い
て
五
連
覇
中
の
吹
奏
楽

部
に
よ
る
歓
迎
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
み
、
学
食
体
験
、
高

校
施
設
見
学
、
ク
ラ
ブ
見
学

へ
と
進
行
し
た
。

　
九
月
三
日
は
中
高
合
同
開

催
。
校
長
挨
拶
、
高
校
の
説

明
の
あ
と
臼
杵
小
奈
津
さ

ん
、池
田
伊
織
さ
ん（
と
も
に

中
学
校
三
年
）
に
よ
る
学
校

紹
介
、
そ
し
て
中
学
校
入
試

担
当
者
に
よ
る
入
試
説
明
が

な
さ
れ
た
。休
憩
を
は
さ
み
、

参
加
し
た
中
学
生
は
前
日
と

同
様
の
企
画
へ
進
行
し
、
小

学
生
は
学
食
体
験
、
体
験
授

業
、
部
活
体
験
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。
算
数
体
験
授
業
「
マ

ス
マ
ス
好
き
に
な
る
数
楽
」

で
は
、
お
な
じ
み
の
「
百
マ

ス
計
算
」
を
い
つ
も
と
は
異

な
る
観
点
で
取
り
組
ん
で
み

た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
は
驚

く
べ
き
規
則
性
が
…
…
。
同

じ
事
象
で
も
観
点
や
視
点
を

変
え
る
と
新
た
な
発
見
が
で

き
る
と
い
う
授
業
に
、
参
加

し
た
児
童
の
多
く
が
充
実
し

た
表
情
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
中
学
校
は
十
一
月

十
二
日
、
高
校
は
同
月
十
九

日
に
も
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

を
実
施
す
る
予
定
。
さ
ら
に

多
く
の
参
加
を
期
待
し
た
い
。

響
き
が
全
然
違
う
。
間
近
で

レ
ベ
ル
の
高
い
演
奏
を
聴
く

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
興
奮
気
味
に
話
し
た
。
来

年
は
ど
の
よ
う
な
趣
向
を
凝

ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
の

か
、
楽
し
み
だ
。

お申込み・お問合せは
近鉄文化サロン阿倍野まで� TEL０６-６６２５-１７７１
〒５４５-００５２ 大阪市阿倍野区阿倍野筋２-１-４０　and ４ 階
【受付時間】１０：００〜２０：００（日曜・休講日は１０：００〜１７：３０）

ご入会金 ◦定期講座を初めてお申込みの方は、受講料のほかに、入会金５,４００円
を申し受けます。入会金は３年間有効、全講座共通です。

受講
お申込み

◦定期講座は開始月の前月２８日までに（ １日・短期講習会は実施日の５日
前までに）、受付に手続きをお済ませください。
◦各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。ただし、一定の
人数に満たない場合は、講座を中止させていただくこともございます。

◦ １日・短期講習会のお支払いには、コンビニ振込みがご利用いただけま
す（振込手数料別途）。詳しくは、お申込み時にご確認ください。

１日・短期講習会

『日本書紀』を読む
文学部国文学科 教授　大 島 信 生

１ 月２０日㈯ 綏靖天皇〜開化天皇
２ 月１７日㈯ 崇神天皇⑴
３ 月１７日㈯ 崇神天皇⑵

『伊勢参宮名所図会』を読む
文学部国史学科 教授　岡 野 友 彦

１０月２８日㈯ 京三条橋〜粟田口
２ 月 ３ 日㈯ 日岡嶺〜大津・走井

１０月 ７ 日㈯ 海外から見た４ - ５ 世紀の倭国
文学部国史学科 准教授　堀 内 淳 一

１０月２１日㈯ 「物の哀れ」と神　本居宣長の思考　
文学部神道科 准教授　板 東 洋 介

１２月１６日㈯ 風土記からみた古代地方の神話と伝説
現代日本社会学部 教授　橋 本 雅 之

３ 月 ３ 日㈯ 古事記と日本書紀における相違点について
文学研究科国文学専攻 教授　毛 利 正 守

３ 月３１日㈯ 『続日本紀』と『萬葉集』
文学部国史学科 准教授　遠 藤 慶 太

教
員
に
よ
る
ミ
ニ
講
義
も

萼
の
会
地
区
別
教
育
懇
談
会
開
催

　
本
年
も
、
大
学
の
教
職
員
が
各
地

に
伺
い
、
教
育
方
針
や
大
学
の
現
況

を
説
明
す
る
「
萼
の
会
地
区
別
教
育

懇
談
会
」
が
八
月
二
十
六
日
か
ら
九

月
九
日
に
か
け
て
全
国
八
会
場
（
浜

松
・
名
古
屋
・
四
日
市
・
津
・
名
張
・

伊
勢
・
神
戸
・
福
岡
）で
開
催
さ
れ
、

三
八
八
名
の
保
護
者
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
。

　
同
会
で
は
、
ど
の

会
場
で
も「
全
体
会
」

「
個
別
懇
談
会
」「
懇

親
会
」が
行
わ
れ
た
。

「
全
体
会
」は
、三
十

分
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
で
は
あ
る
が
、

本
学
の
教
育
の
全
体
像
を
掴
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
大
学
の
現
況
や
就
職

状
況
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。「
個

別
懇
談
会
」は
、各
学
科
の
教
員
が
保

護
者
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
履
修
状
況

や
成
績
を
説
明
す
る
も
の
で
、
将
来

の
進
路
に
対
す
る
希
望
や
そ
の
実
現

の
可
能
性
が
具
体
的
に
話
し
合
わ
れ

た
。ま
た
、そ
れ
と
並
行
し
て
就
職
担

当
者
に
よ
る
相
談
ブ
ー
ス
や
卒
業
生

と
の
懇
談
ブ
ー
ス（
浜
松・四
日
市
の

み
）も
設
け
ら
れ
、よ
り
現
実
的
な
進

路
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
伊

勢
・
名
古
屋
会
場
で
は
教
員
に
よ
る

ミ
ニ
講
義（
四
十
分
）が
行
わ
れ
、
普

段
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
講
義
を

体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。
立
食
パ

ー
テ
ィ
ー
形
式
で
行
わ
れ
る
「
懇

親
会
」
は
教
員
と
保
護
者
、
ま
た

保
護
者
同
士
の
距
離
が
近
く
な
る

た
め
、
様
々
な
情
報
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
最
大
の
利
点
で
あ
る
。

　
「
萼
の
会
」は
本
学
の
保
護
者
会

の
名
称
で
、
学
生
を
「
花
」
に
、

保
護
者
を
「
花
」
を
支
え
る
「
萼が

く

」

に
例
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
学

生
の
開
花
・
結
実
を
保
護
者
・
教

職
員
双
方
で
支
え
る
た
め
、
今
後

も
萼
の
会
の
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加

い
た
だ
き
た
い
。

　
九
月
十
七
日
、
神
社
関
係
者
懇
談
会

及
び
学
校
法
人
皇
學
館
協
議
員
会
が
鳥

羽
国
際
ホ
テ
ル
を
会
場
に
合
同
開
催
さ

れ
、
台
風
の
最
中
に
か
か
わ
ら
ず
一
四

〇
名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
佐
古
一
洌
理
事
長
は

そ
の
中
で
神
社
関
係
者
の
方
々
に
は
平

素
よ
り
格
別
の
ご
支
援
を
賜
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
教
学
振
興
会
へ
の
多
大

な
ご
理
解
・
ご
協
力
に
対
し
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
、
併
せ
て
平
成
二
十
八

年
度
の
事
業
報
告
を
行
っ

た
。

　
清
水
潔
学
長
は
学
園
の

現
況
の
ほ
か
、「
地（
知
）の

拠
点
整
備
事
業
」
を
は
じ

め
研
究
・
教
育

に
関
す
る
様
々

な
取
組
み
が
着

実
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
こ

と
、
駅
伝
競
走

部
の
全
日
本
大

学
駅
伝
初
出
場
の
報
告
、
神
社
へ
の
奉

職
・
就
職
支
援
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
次
に
、
北
白
川
道
久
神
社
本
庁
統
理

が
ご
来
賓
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
。
続
い

て
小
松
揮
世
久
神
宮
大
宮
司
の
乾
杯
の

ご
発
声
に
よ
り
歓
談
・
会
食
に
移
っ
た
。

会
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、
最
後
は
田
中
恆
清
神
社
本
庁
総
長

の
万
歳
三
唱
に
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

体験授業の様子（皇中オープンスクール）

多彩なパフォーマンスが繰り広げられた

佐古理事長
入試やカリキュラムの質問が相次いだ

会
場
に
降
り
て
演
奏

上／全体会（福岡会場での西井会
長の挨拶）

下／個別懇談会（津会場）
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 ２ コマツリフト 四日市支店前
  ［三重郡川越町高松］

 ２ コマツリフト
  四日市支店前
  ［川越町高松］

 １ 喫茶シャロウ前
  ［弥富市稲荷］

 ３ 山九四日市支店 海山道倉庫前
  ［四日市市六呂見］

 ４ 中勢自動車学校前
  ［鈴鹿市寺家］

 ５ 焼肉きんぐ 津上浜店前
  ［津市上浜町］

 ６ 元ドライブイン三雲前
  ［松阪市曽原町］

 ７ JA松阪前
  ［松阪市豊原町］

スタート 熱田神宮 西門前
  ［名古屋市熱田区］

スタート 熱田神宮 西門前
  ［名古屋市熱田区］

ゴール  伊勢神宮 内宮宇治橋前
  ［伊勢市］【ゴール】 13：22

神宮会館前

【 8 区・19.7㎞】16.5 ㎞地点 13：12
皇學館大学前
近鉄・宇治山田駅より徒歩約20分

【 8 区・19.7㎞】14.0 ㎞地点 13：05
伊勢市駅前（「三交イン伊勢市駅前」向かい側）付近
伊勢市駅（JR側）下車すぐ

【 8 区・19.7㎞】10.6 ㎞地点 12：55
伊勢市小俣町「宮前」交差点（百五銀行前）付近
JR・宮川駅より徒歩約15分

【 8 区・19.7㎞】4.8 ㎞地点  12：37
明和町「有爾中」交差点（ぎゅーとら前）付近
近鉄・斎宮駅より徒歩約25分

【 7 区・11.9㎞】6.6 ㎞地点 12：07
松阪フレックスホテル前付近
松阪駅（近鉄側）より徒歩約 5 分

【 6 区・12.3㎞】8.4 ㎞地点 11：40
津市「雲出本郷町」交差点付近
JR・高茶屋駅より徒歩約10分

【 5 区・11.6㎞】5.4 ㎞地点 10：52
イオンタウン津河芸店前付近
近鉄・豊津上野駅より徒歩約 5 分

【 4 区・14.0㎞】6.8 ㎞地点 10：16
鈴鹿市「林崎町」交差点付近
伊勢鉄道・鈴鹿駅または
近鉄鈴鹿線・鈴鹿市駅より徒歩約20分

【 3 区・9.5㎞】4.1㎞地点 9：38
四日市ドーム入口付近
近鉄・霞ヶ浦駅より徒歩約20分

【 2 区・13.2㎞】5.9 ㎞地点  9：05
長島スポーツランド前付近
三交バス・桑名駅前より長島温泉行で
約15分、「長島スポーツランド」下車

【 1 区・14.6㎞】7.2 ㎞地点  8：26
名古屋市港区「十一屋」交差点付近
あおなみ線・稲永駅より徒歩約15分

【スタート】 8：05
熱田神宮前

【区間・区間距離】中継点から　　　　　
応援ポイントまでの距離

 先頭通過
予想時間―――――――――――――――――――――

応援ポイント
行き方

  中継点
  ［住所］

凡

例





















皇學館大学が
初出場!

編
集
後
記

　「
う
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
、大

学
に
入
っ
て
か
ら
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新
し
て
い
ま
す
」
と
は
駅
伝
競

走
部
・
日
比
勝
俊
監
督
の
談
。
裏

を
返
せ
ば
、
こ
れ
ま
で
は
思
う
よ

う
な
成
果
に
結
び
付
い
て
こ
な
か

っ
た
と
い
え
ま
す
。
イ
チ
ロ
ー
は

「
結
果
が
出
な
い
と
き
ど
う
い
う

自
分
で
い
ら
れ
る
か
。
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
姿
勢
が
何
か
を
生
み

出
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
が
、
選

手
た
ち
も
監
督
を
信
じ
、
自
分
の

め
ざ
す
道
を
突
き
進
ん
だ
結
果
、

全
日
本
大
学
駅
伝
と
い
う
夢
舞
台

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
彼

ら
の＂
あ
き
ら
め
な
い
走
り
＂を
見

届
け
た
い
も
の
で
す
。�【
企
画
部
】

　
一
年
生
の
元
気
の
良
さ
と
勢
い
、
か
つ
、
メ

ン
バ
ー
の
息
の
合
っ
た
連
携
が
功
を
奏
し
初
出

場
と
い
う
栄
誉
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
出
場
枠
が
二
枠
と
い
う
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
た
ら
次
は
な
い
と
、
危
機
感
を
共
有
で
き

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
予
選
を

走
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い

部
員
も
「
絶
対
に
勝
つ
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
一
つ
に
な
れ
ま
し
た
。
本
選
に
臨
む
に
あ
た

っ
て
は
、
合
宿
等
を
通
し
て
心
身
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
私
が
東
海
学
連
選
抜

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
走
っ
た
際
、
大
会
の
雰

囲
気
に
の
ま
れ
ペ
ー
ス
を
つ
か
め
ず
苦
労
し
た

話
な
ど
経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
、備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
目
標
は
、
来
年
の
出
場
枠
二
枠
の
条
件
と
な

る
十
七
位
以
内
に
入
る
こ
と
。
出
場
で
き
た
だ

け
で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し
で
も
上
の

順
位
を
狙
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11/5●日午前8時5分〜　コース  熱田神宮西門前➡伊勢神宮内宮宇治橋前 8区間 106.8km

◥駅伝競走部メンバー

開催のお知らせ
第４９回全日本大学駅伝対校選手権大会

壮 行 会
日時◦平成２９年１０月２５日㈬ １７：００〜
場所◦創立百周年記念講堂 ２ F
主催◦皇學館大学　共催◦朝日新聞津総局・JAバンク三重

　メンバーは全員、大学に入ってから自
己ベストを更新しています。それがモチ
ベーションの維持につながり、また最後
まであきらめない走りをしたことが、結
果に結び付いたのでしょう。選手たちに
はこの快挙を光栄に思い、それぞれが自
分の今ある力を最大限に発揮して悔いの
ない走りを見せてほしいですね。さらに
言えば、初出場に甘んじることなく、何
か足跡を残してほしい。いや、残せると
信じています。

　「駅伝」は神宮皇學館の武田千代三郎第
六代館長が命名者という本学の歴史に深
く関係する競技でもあり、この度の出場
を非常に喜んでおります。卒業生はもと
より三重県知事や伊勢市長からも「念願
を果たしてくれたことはとても嬉しく、
期待している」とのお言葉を掛けていた
だきました。選手たちにはプレッシャー
の中でも臆することなく、全国のアスリ
ートと競える大舞台の緊張感、臨場感を
味わってほしいと思います。

誇りを胸に、大舞台
を駆け抜けて
駅伝競走部長

橋 本 雅 之

足跡を残す力が
あるチーム
駅伝競走部監督

日 比 勝 俊

十
七
位
以
内
に
入
り
、

　
　

来
年
に
つ
な
が
る
走
り
を

駅
伝
競
走
部
主
将　

田
中
雄
也
（
教
育
４
年
）

皇學館大学駅伝競走部が東海地区選考会で ２位となり、全日本大学駅伝本選に
初出場という快挙を成し遂げました。熱田神宮から伊勢神宮までの ８区間１０６.８
キロを走りますので、沿道でのご声援をよろしくお願いします。

鈴 木 佳 奈
（国史４年）

梶 野 恵 加
（教育１年）

松下 日花里
（教育１年）

宮 城　 響
（教育１年）

金森 拳之介
（現日１年）

川 瀬 翔 矢
（現日１年）

桑 山 楓 矢
（現日１年）

平 野 恵 大
（現日２年）

安 岡 里 哉
（コミュ１年）

上 村 直 也
（教育１年）

平 山 寛 人
（教育１年）

金 谷 智 顕
（教育２年）

新 美　 健
（教育２年）

大河内 雄登
（現日２年）

奥 野 夏 希
（現日２年）

上 村 一 真
（教育３年）

山 下 大 地
（教育３年）

田 邊 隼 都
（国史1年）

山 下 慧 士
（国史２年）

沿
道
で
の
ご
声
援
は
、

各
区
間
の
応
援
ポ
イ
ン
ト
で
!

各
区
間
に
皇
學
館
大
学
の「
応
援
ポ
イ
ン
ト
」を

設
け
ま
す
。
各
ポ
イ
ン
ト
に
は
本
学
の
ス
タ
ッ
フ

が
待
機
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。
の
ぼ
り
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、と
も

に
応
援
し
ま
し
ょ
う
!

応援に
際しての
お願い

◦鳴り物での応援は禁止されています。
◦応援は必ず歩道上で行ってください。歩道から手や体の一部を乗り出して応援することは禁止されています。
◦のぼりをガードレールなどの沿道公共物にくくりつけることは道路交通法違反となります。のぼりは手で持って応援してください。
◦応援ポイントはあらかじめ許可をいただいている場所ではありませんので、まわりの皆様のご迷惑にならないようご配慮をお願
いします。また、周辺に無断駐車、違法駐車をされませんよう、よろしくお願いします。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

秩父宮賜杯　 全日本大学駅伝
対校選手権大会応援ガイド

第
49 
回

イベント情報（10～12月）
10
月

	２１	 土 	佐川記念神道博物館教養講座� 佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅳ 
「伊勢地方と曾我蕭白」
道田美貴（三重県立美術館 学芸普及課長代理）
	２１	 土 	皇學館大学共催講座� 近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 「物の哀れ」と神 
　本居宣長の思考　　板東洋介（文学部准教授）
	２２	 日 	　� ４３１教室
第１８回高校生英語スピーチコンテスト
	２８	 土 	皇學館大学共催講座� 近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 『伊勢参宮名所図会』を読む 
「京三条橋〜粟田口」　岡野友彦（文学部教授）

11
月

	１１	 土 	月例文化講座� ４３１教室
転換期としての大正時代　谷口裕信（文学部准教授）
	１８	 土 	研究開発推進センター史料編纂所古文書講座� 佐川記念神道博物館講義室
第 ２回「近世文書を読む」
谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）
	１８	 土 	皇學館大学共催講座� 近鉄文化サロン阿倍野
『古事記』を読む　成務天皇〜応神天皇の段 
「仲哀天皇（下）」　白山芳太郎（文学部教授）
	２５	 土 	佐川記念神道博物館教養講座� 佐川記念神道博物館講義室
学芸員が語る三重の文化と魅力Ⅳ 
「伊勢神宮と日本文化」
河合真如（前 神宮徴古館農業館館長）
	２５	 土 	皇學館大学共催講座� 近鉄文化サロン阿倍野
神道と仏教　神仏習合と明治維新の神仏分離　 
「生田神社における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

12
月

	 ２	  土 	研究開発推進センター史料編纂所古文書講座� 佐川記念神道博物館講義室
第 ３回「近世文書を読む」
谷戸佑紀（研究開発推進センター共同研究員）
	 ９	  土 	月例文化講座� ４３１教室
第二次世界大戦への岐路 
　三国同盟と松岡洋右　　田浦雅徳（文学部教授）
	 ９	  土 	皇學館大学共催講座� 近鉄文化サロン阿倍野
『古事記』を読む　成務天皇〜応神天皇の段 
「応神天皇（一）」　白山芳太郎（文学部教授）
	１６	 土 	皇學館大学共催講座� 近鉄文化サロン阿倍野
１日・短期講習会 風土記からみた古代地方の神話
と伝説　橋本雅之（現代日本社会学部教授）
	２３	 土 	皇學館大学共催講座� 近鉄文化サロン阿倍野
神道と仏教　神仏習合と明治維新の神仏分離　 
「施福寺における神仏習合と神仏分離」
河野　訓（文学部教授）

◉各講座の詳細につきましては、本学ホームページにてご確認ください。
◉共催講座（近鉄文化サロン阿倍野）のみ、有料です。お問い合わせは近鉄文
化サロン阿倍野（☎06−6625−1771）へお願い致します。

◉神道博物館教養講座は、事前の申込みが必要になります【先着順】。お問
い合わせは（☎０５９６−２２−６４７１）へお願い致します。
◉史料編纂所公開講座・古文書講座は、事前の申込みが必要になります【先
着順】。お問い合わせは☎０５９６−２２−６４６２へお願い致します。
◉その他お問い合わせは、皇學館大学地域連携推進室（☎0596−22−8635）
へお願い致します。
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